
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

東部
と う ぶ

 中部
ちゅうぶ

 

西部
せ い ぶ

 

賀茂
か も

・伊豆
い ず

 

このパンフレットには、森
もり

町
まち

に住
す

む人
ひと

が、最初
さいしょ

に知
し

って

おいてほしいことが書
か

いてあります。 

＜静岡県
しずおかけん

＞ ★ 森
もり

町
まち

 

外国人
がいこくじん

県民
けんみん

は、「いっしょに まちをつくる パートナー」です。 

ちがいを ちからに 変
か

えて、だれもが 安心
あんしん

して くらせる 

社会
しゃかい

を めざして いきます。 

 

森
もり

町
まち

 生活
せいかつ

ガイドブック 

★  

 

②病気
びょうき

やけがのとき、火事
か じ

のとき 

「119 に電話
で ん わ

!!」 

③事件
じけん

や事故
じ こ

のとき、「110 に電話
で ん わ

!!」 

緊急
きんきゅう

のとき 

①地震
じしん

( 大
おお

きなゆれ)、大 雨
おおあめ

などが起
お
きたら、 

まずは自分
じ ぶ ん

の身
み

を守
まも

ってください。 

準備
じゅんび

しておくこと 

⚫ 水
みず

と食
た

べものを７日分
ぶん

用意
ようい

します。 

⚫ にげる 練 習
れんしゅう

（ひなんくんれん）に参加
さんか

します。 

⚫ ハザードマップを見
み

て、あぶない場所
ばしょ

を知
し

ります。 

地震
じ し ん

のとき 

⚫ つくえの下
した

に入り、あたまをまもります。にげるときは、火
ひ

をけします。 

大雨
おおあめ

のとき 

⚫ あぶない場所
ばしょ

に行
い

きません。早
はや

めににげます。 

 

 

 

 急
きゅう

な病気
びょうき

やけがのとき 

①「 救 急
きゅうきゅう

です」と言
い

う 

② 救 急 車
きゅうきゅうしゃ

に来
き

てもらいたい場所
ばしょ

を言う
い う

 

③どこが痛
いた

いか言
い

う 

④あなたの名前
なまえ

、電話
でんわ

番 号
ばんごう

を言
い

う 

火事
か じ

のとき 

①「火事
か じ

です」と言
い

う 

②火事
か じ

の場所
ばしょ

を言
い

う 

③あなたの名前
なまえ

、電話
でんわ

番 号
ばんごう

を言
い

う 

事件
じ け ん

や事故
じ こ

のとき 

事件
じけん

･･･物
もの

を盗
ぬす

まれたときや人
ひと

に殴
なぐ

られたときなど 

事故
じ こ

･･･ 車
くるま

や自転車
じてんしゃ

が、人
ひと

や物
もの

にぶつかったときなど 

①「事件
じけん

です」または「事故
じ こ

です」と言う
い う

 

②いつ、どこで、何
なに

があったか言う 

③あなたの名前
なまえ

、電話
でんわ

番 号
ばんごう

を言う
い う

 



 ルール・マナー 

ごみ出
だ

しルール 

生活
せいかつ

マナー、交通
こうつう

ルール 

 ① 大
おお

きな音
おと

や声
こえ

に大
おお

きな注意
ちゅうい

しましょう。 

⚫ 大
おお

きな 音
おと

や 大
おお

きな 声
こえ

は 出
だ

さないでください。 

⚫ 日本人
にほんじん

は 大
おお

きな 音
おと

や 声
こえ

が 苦手
にがて

な人
ひと

が 多
おお

いです。 

⚫ ふつうの 大きさ
おおきさ

の音
おと

でも うるさいと 思う
おもう

 日本人
にほんじん

が たくさんいます。  

⚫ とくに 夜
よる

 おそい時間
じかん

や 朝
あさ

 はやい時間
じかん

は 大
おお

きな音
おと

でテレビを見
み

たり 

大
おお

きな声
こえ

で 歌
うた

をうたったりしないでください。 

 ② 交通
こうつう

ルールを守
まも

りましょう。 

 

困
こま

ったとき・分
わ

からないとき 

森町
もりまち

役場
や く ば

 総務課
そ う む か

 行 政 係
ぎょうせいがかり

 

 ⚫ ごみを 捨
す

てることができる 場所
ばしょ

と 曜日
ようび

 ごみの種 類
しゅるい

 が決
き

まっています。 

⚫ かならず ルールを  守
まも

ってください。 

⚫ ごみを 入
い

れる 袋
ふくろ

は 決
き

まっています。お店
みせ

で 買
か

ってください。 

⚫ ごみは 種 類
しゅるい

ごとにわけて 袋
ふくろ

に 入
い

れます。 

⚫ ごみは 決
き

まった日
ひ

の 朝
あさ

８時
じ
までに 決

き

まった場所
ばしょ

に 捨
す

ててください。 

⚫ 前
まえ

の日
ひ

に 捨
す

ててはいけません。 

⚫  

 

⚫ 自動車
じどうしゃ

・バイク・自転車
じてんしゃ

は 道路
どうろ

の 左 側
ひだりがわ

を通
とお

ります。 

⚫ 信号機
しんごうき

や交 通
こうつう

標 識
ひょうしき

＜＝道路
どうろ

のルールが書
か

いてある目 印
めじるし

＞を 

守
まも

り、道路
どうろ

を渡
わた

る時
とき

は横 断
おうだん

歩道
ほどう

を歩
ある

きましょう。 

⚫ 電話
でんわ

番 号
ばんごう

 0538-85-6300 

⚫ 住 所
じゅうしょ

 静岡県
しずおかけん

周智郡
しゅうちぐん

森町
もりまち

森
もり

2101番地
ば ん ち

の１ 

 

 日本
に ほ ん

の制度
せ い ど

 

 

 

 

保険
ほ け ん

 

年金
ね ん き ん

 

税金
ぜ い き ん

 

⚫ 日本
にほん

で 働
はたら

いた人
ひと

、住
す

んでいる人
ひと

、買
か

い物
もの

をした人
ひと

などは、国
くに

や県
けん

、市
し

、区
く

など

に 『税 金
ぜいきん

』というお金
おかね

を 払
はら

います。 

⚫ 国
くに

などは 集まっ
あつまっ

た税 金
ぜいきん

を みなさんの生 活
せいかつ

のために使い
つかい

ます。 

⚫ 税 金
ぜいきん

について わからないときは、税務署
ぜいむしょ

＜＝税 金
ぜいきん

の仕事
しごと

をする役 所
やくしょ

＞や 住
す

んで

いるまちの役 所
やくしょ

（市役所
しやくしょ

、区役所
くやくしょ

、町役場
まちやくば

、村役場
むらやくば

）に 相 談
そうだん

してください。 

⚫ 車
くるま

を 持
も

っている人
ひと

 … 軽
けい

自動車税
じどうしゃぜい

：町
まち

役場
や く ば

から 届
とど

く 紙
かみ

で 自分
じぶん

で払
はら

いま

す。（５月
がつ

ころ）  

⚫ 家
いえ

を 持
も

っている人
ひと

 … 固定
こてい

資産税
しさんぜい

：町
まち

役場
や く ば

から 届
とど

く 紙
かみ

で 自分
じぶん

で払
はら

います。

（５月
がつ

ころ）  

⚫ 年 金
ねんきん

とは、みんなから お金
かね

を集
あつ

めて、 

①年
とし

をとった人
ひと

 

②病 気
びょうき

やけがで 体
からだ

などに 障 害
しょうがい

が出
で

た 

③年 金
ねんきん

に入
はい

っていた人
ひと

が亡
な

くなったときの家族
かぞく

を 助
たす

ける制度
せいど

です。 

⚫ 日本
にほん

に住
す

んでいる 20さいから 59さいのひとは みんな 年 金
ねんきん

を 払
はら

います。 

⚫ 自分
じぶん

で 払
はら

う場合
ばあい

と 会 社
かいしゃ

が 給 料
きゅうりょう

から 払
はら

う場合
ばあい

が あります。 

⚫ 国
くに

の年 金
ねんきん

は ２つあります。20歳
さい

から 59歳
さい

の人
ひと

が入
はい

る 国 民
こくみん

年 金
ねんきん

と、会 社
かいしゃ

などで 働
はたら

く人
ひと

が入
はい

る 厚 生
こうせい

年 金
ねんきん

保険
ほけん

です。 

⚫ 日本
にほん

に住
す

む すべての人
ひと

が 医 療
いりょう

保険
ほけん

に 入
はい

ります。 

⚫ けがや病 気
びょうき

で 病 院
びょういん

に 行
い

ったときのために、みんなでお金
おかね

を 出
だ

します。 

⚫ 病 院
びょういん

に 行
い

ったときに 自分
じぶん

で 払
はら

うお金
おかね

が 少
すく

なくなります。 

残
のこ

りの お金
かね

は 保険
ほけん

から 出
で

ます。 

⚫ 自分
じぶん

で 払
はら

う場合
ばあい

と 会 社
かいしゃ

が 給 料
きゅうりょう

から 払
はら

う場合
ばあい

があります。 
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